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今

年
の

冬
は

殊
の

外
寒

い
日

が
続

い
た

が
、

三
月

に
入

る
と

春
一

番

が
吹

き
、

急
に

暖
か

く
な

っ
た

。
 

あ
る

日
、

マ
ン

シ
ョ

ン
の

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

で
初

老
の

ご
婦

人
と

乗
り

合
わ

せ
た

。
顔

に
は

見
覚

え
が

あ
る

。
狭

い
空

間
で

そ
っ

ぽ
を

向
い

て

い
る

の
は

不
自

然
だ

。
時

候
の

挨
拶

が
口

を
つ

い
て

出
た

。
 

「
少

し
暖

か
く

な
り

ま
し

た
ね

」
 

「
助

か
り

ま
す

わ
。

こ
の

ま
ま

春
に

な
っ

て
く

れ
る

と
い

い
で

す
ね

」
 

「
奈

良
の

お
水

取
り

も
も

う
直

ぐ
で

す
か

ら
ね

」
 

「
え

っ
、

関
西

の
方

で
す

か
？

」
 

「
は

い
、

神
戸

の
出

身
で

す
が

…
」
 

「
私

は
宝

塚
で

す
。

お
水

取
り

な
ん

て
、

懐
か

し
い

言
葉

で
す

わ
」
 

  
関

西
で

は
、

春
の

到
来

を
告

げ
る

の
は

奈
良

の
お

水
取

り
だ

と
い

う

の
が

、
い

わ
ば

常
識

と
な

っ
て

い
る

。
そ

の
昔

、
毎

年
こ

の
時

季
に

は
、

祖
母

や
母

が
お

水
取

り
を

待
ち

望
ん

で
い

た
。
 

 
お

水
取

り
は

正
式

に
は

「
修

二
会

しゅにえ

」
と

い
い

、
東

大
寺

二
月

堂
に

て

旧
暦

の
二

月
に

行
わ

れ
る

壮
大

な
仏

教
上

の
法

会
だ

。
二

月
堂

と
い

う

名
前

の
由

来
も

そ
こ

に
あ

る
。

現
在

の
新

暦
で

は
三

月
一

日
に

始
ま

り

二
週

間
続

く
。
 

 
修

二
会

の
メ

イ
ン

・
イ

ベ
ン

ト
は
「

悔
過

会

けかえ

」
と

呼
ば

れ
る

法
要

で
、

悔
過

と
は

懺
悔

の
こ

と
。

二
月

堂
の

御
本

尊
の

周
囲

で
過

去
の

過
ち

を

悔
い

改
め

、
天

下
泰

平
、

五
穀

豊
穣

、
万

民
快

楽
の

願
い

を
叶

え
て

も

ら
う

た
め

の
行

事
で

あ
る

。
御

本
尊

は
十

一
面

観
音

な
の

で
「

十
一

面

観
音

悔
過

会
」

と
も

呼
ば

れ
る

。
 

 
こ

の
行

事
の

ク
ラ

イ
マ

ッ
ク

ス
は

三
月

十
二

日
の

深
夜

に
行

わ
れ

る

「
お

水
取

り
」

と
「

お
松

明
」
。

十
一

面
観

音
に

合
わ

せ
て

、
十

一
人

の

修
行

僧
が

若
狭

わかさ

井 い

と
呼

ば
れ

る
神

聖
な

井
戸

か
ら

お
香

水

こうずい

を
汲

み
上

げ
、

そ
れ

を
観

音
様

に
捧

げ
る

。
そ

の
道

す
が

ら
、

巨
大

な
松

明
を

道
明

と
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し
て

掲
げ

、
参

集
し

た
人

々
を

沸
か

せ
る

。
 

 
関

東
で

は
「

暑
さ

寒
さ

も
彼

岸
ま

で
」

が
一

般
的

だ
が

、
関

西
人

は

春
の

到
来

に
関

し
て

は
関

東
人

よ
り

も
せ

っ
か

ち
で

、
と

て
も

彼
岸

ま

で
は

待
て

な
い

の
だ

ろ
う

。
 

 
私

も
、
毎

年
こ

の
季

節
に

は
奈

良
の

お
水

取
り

に
春

の
香

り
を

聞
く

。

両
親

か
ら

受
け

継
い

だ
Ｄ

Ｎ
Ａ

だ
ろ

う
が

、
関

西
人

と
し

て
の

一
種

の

プ
ラ

イ
ド

か
も

し
れ

な
い

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
了

）
 

 〔
二

〇
一

三
年

三
月

記
 

原
稿

用
紙

約
二

、
五

枚
 

課
題
「

春
の

香
り

」
〕
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